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こ

の

た
び
、

外
国

人
の

一

般

参
観
が

許
可
さ

れ
た

チ
ベ

ッ

ト

を
、

高

野
山
大
学
長

酒

井

真

典
先
生
を

団
長

と

す
る
チ

ベ

ッ

ト

仏
教

参
観
団
の

一

員
と
し

て

訪
問

し
て

き
た

の

で
、

主

に

ラ

マ

仏

教
寺
院
の

見
学
を

中

　
　
　
　
　
（
1

）

心

に

報
告
し

た
い

。

　
参
観
団

は
、

昭

和
五

十
五

年
八

月
二

十
四
日

東
京
を

出

発
し

、

九
月

五

日

に

帰
国
し

た
。

メ

ン

パ

！

は

仏
教

系

大
学
の

教
員

、

作
家
の

瀬
戸

内
寂
聴
さ

ん
、

写
真
家
の

富
山

治
夫
さ

ん

な
ど

十
八

名
で

あ
っ

た
。

　
八

月
二

十

四

日

（

日
）

晴

　

午
前
十
時
三

十

分
、

成

田
空
港
よ

り
日

本
航
空
七
八

五

便
で

出

発
、

大
阪
経
由
で

午
後
一

時
五

十
五

分
上

海
紅
橋
空

港
に

到
着
す
る

。

宿

泊

は

静

安
賓
館
で

、

こ

こ

に

二

泊
す
る

。

　
八

月
二

十
五

日
（

月
）

晴

　
玉

仏
寺、

桂
林
公
園
な

ど
の

見
学
を

す
る

。

玉

仏
寺
は

市
民
の

参
拝

者
で

に

ぎ
わ

い
、

堂
内
で

は

先
祖
供
養
の

法
事
が

行
わ

れ
て

い

た
。

ま

た
、

仏
像
や

仏
具
の

製
作
が

寺
の

工

房
で

な
さ

れ
て

い

た
。

　
八

月
二

十

六

日
（

火
）

晴

　
午
後
→

時
十

分
、

上

海
紅

橋
空
港
よ

り

中
華
航
空
四
五

〇
二

便
で

出

発
し

、

長
沙
経
由
で

午
後
六

時
に

成

都
空

港
に

到

着
す
る

。

　
成
都
は

チ
ベ

ッ

ト

自
治
区

に

隣
接
す
る
、

か

つ

て

蜀
と

呼
ば

れ
た

四

川

省
の

省
都
で

、

省
に

お

け

る

政
治

、

経

済
、

文
化

、

交
通
の

中
心

地

で

あ
る

。

宿
泊
は

街
の

中
心

に

あ
る

大
き
な
ホ

テ

ル

錦
江

賓
館
で

、

こ

こ

に

二

泊
す
る

。

夜
、

大

き
な

月
が

美
し

か
っ

た
。

現
在

、

航
空

機
で

チ

ベ

ッ

ト

に

入

る

に

は
、

こ

の

成

都
よ

り

入

る
コ

ー

ス

と

西

安
・

西

寧
・

ゴ

ル

ム

ド

を

経
由

し
て

入

る
コ

ー

ス

と
の

二

航
路
が

あ
る

。

　
八

月
二

十
七

日
（

水
）

曇
り

雨

　
午
前
中
に

杜
甫
草
堂
、

午
後
に

都
江

堰
の

見

学
を
す
る

。

夜
、

京
劇

の

源
流
で

あ
る

と
い

わ

れ

る

川
劇
を
観
賞

。

　
八

月
二

十
八

日

（

木
）

晴

　
午
前
中
に

宝
光
寺

、

午
後
に

武
侯
祠
の

見
学
を
す
る

。

宝
光
寺
は

成

都
よ

り
十
八

キ

ロ

は

な

れ
た

新
都
県
に

あ

り
、

四

川

省
に

お

け
る

代
表
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的
寺
院
で

あ
る

。

西

歴
八

八

〇
年
に

唐
の

皇
帝
僖

宗
が

長

安
を

逃
れ

、

こ

の

寺
に

行
宮
を

建
て

た

こ

と

が

あ
り

、

仏
殿
・

蔵
経
楼

・

舎

利
塔
・

羅
漢
堂
な
ど

を

有

す
る

宏
大
な

寺
院
で

あ
っ

た
。

　
八

月
二

十

九
日

（

金
）

晴

　

午
前
八

時
十

分
、

成

都

空

港

よ

り
中
華
航
空
四

四

〇
一

便
で

出

発

し
、

十

時
十
分
ラ

サ

空
港
に

到
着
す
る

。

機
は

離
陸
し

て

ま

も
な
く

峨

眉
山
の

上
空

を

通
り

、

四

川
省
の

最
高
峰
ゴ

ン

カ

山
（

七
、

五

五

七
メ

ー

ト

ル
）

を

左
に

見
て

、

横
断
山

脈
の

は

て

し

な

く
つ

づ

く
山

並
み

を

眼

下
に

み

な

が

ら
、

一

千
三

百
五

十
キ
卩

を

高
度
八

千
メ

ー

ト

ル

で

飛

び
、

約
二

時

間
で
コ

ソ

ガ

に

あ

る
ラ

サ

空

港
に

着

陸
し

た
。

空
港
は

ヤ

ル

ツ

ア

ソ

ポ

河
の

広
大
な

河
原
に

あ
り、

地
形

は

長

野
県
の

大

町
に

似

て

い

る
。

機
は

ヤ
ル

ツ

ァ

ソ

ポ

河
の

渓
谷
を

下
流
よ

り

高
度

を

徐
々

に

下

げ
な
が

ら

両
岸
に

聳
え
る

五

千
メ

！

ト

ル

級
の

山

あ
い

を

下
降
し

て

き
た

。

　
タ

ラ

ッ

プ

を

降
り

て

四

方
を

見
る

と

聾
え

立
つ

山

も

河
原
も

う

す
い

緑
の

雑
草
に

お

お

わ

れ
て

美
し

い
。

乾
燥
し

た

高
原
の

冷
気

が

頬
に

気

持
ち

よ

い
。

心

配
し

た

高
所
に

よ

る

頭
痛
を

、

感
じ
な

い
。

し

か

し
、

添
乗
員
の

指
導
通
り

興
奮
し

な
い

よ

う
に

、

そ
し

て

ゆ
っ

く
り

歩
く
こ

と
に

す
る

。

　

滑
走
路
よ

り
パ

ス

で

五

百
メ

ー

ト

ル

位
は

な

れ

た
エ

ア

ー

タ

ー

ミ

ナ

ル

ま
で

行
き、

そ
こ

で

三

十

分
ほ

ど

小
休
す
る

。

お

茶
と

酸
素
ボ
ソ

ペ

が

出
さ
れ
る

。

酸
素
を

吸
っ

て

み

る

と
、

ス

ー
ッ

と

し
て

気
持
が

良
い

。

チ
ベ

ヅ

ト

仏
教
参
観
記
（

皆
川
）

　
空

港
か

ら

は
、

ト
ヨ

タ

の

ジ

ー

プ

と
マ

イ

ク

ロ

バ

ス

に

分
乗
し

て
一

路
ラ

サ

市
内
に

向
う

。

道
路
は

、

デ
コ

ボ
コ

道
で

油

断
を

す
る

と

頭
を

天
井
に

ぶ

つ

け
て

し

ま
い

そ

う
で

あ
る

。

　
道
は

ヤ

ル

ツ

ア

ン

ポ

河
と
ラ

サ

河
の

合
流
点
の

曲
水

ま
で

河
を
さ

か

の

ぼ

り
、

そ
こ

で

ヤ

ル

ツ

ア

γ

ポ

河
を

橋
で

渡
り
ラ

サ

河
に

そ
っ

て

上

流

に

向
う

。

こ

の

橋
を

渡
ら
な
い

で

進
む
と

、

道
は

ヤ

ム

ド
ク

・

ツ

オ

湖
を

通
っ

て

チ

ベ

ッ

ト
晶
第
二

の

都
市
シ

ガ

ツ

ェ

や
、

ネ
パ

ー

ル

の

カ

ト

マ

ソ

ズ

に

通

じ

る
。

途
中
五

分
位

小

休
し

て
、

約
一

時

間
で

ラ

サ

市
内

に

入

り
、

宿
泊
所
の

チ

ベ

ッ

ト

自
治
区

第
三

接
待
所
に

午
後
一

時
三

十

分

に

到
着
し

た
。

　

第
三

接
待
所

は
、

ラ

サ

の

北
に

聳
ゆ

る

山
の

麓
に

あ

り
、

二

十
メ

ー

ト

ル

も
あ
る

楊
柳
の

林
の

な

か

に

石

造
り
の

山

荘
が

点
々

と

建
て

ら

れ

て

い

た
。

私

達
の

宿
泊
所
は

第
ニ

ビ

ラ

で
、

前
方
に

は

ひ

ろ

び
う

と
し

た

草
原
が
ひ

ら

け
、

そ
の

彼
方
に

ポ

タ

ラ

宮
の

黄
金
屋
根
が

望
め

た
。

　
ラ

サ

市
は

、

ヤ

ル

ツ

ア

ン

ポ

河
の

支
流
で

あ
る

ラ

サ

河
の

北

岸
に

あ

り
、

東
西

六

十
キ

ロ

南
北
八

キ
卩

の

ラ

サ

盆
地
の

中

央
に

あ
る

。

市
街

地
の

ほ

か

は

農
地
と

牧
草
地
に

な
っ

て

い

る
。

人
口

は

革
命
前
は

五

万

人
で

あ
っ

た

が
、

現
在
は

三

十
一

万

人
に

ふ

く

れ
あ
が
っ

て

い

る
。

ラ

サ

は
、

七

世
紀
に

ソ

ソ

ツ

ェ

ソ

ガ

ン

ポ

王

（

六
一

七

ー
六

四
九
）

が

チ

ベ

ヅ

ト

を

統
一

し
、

こ

こ

に

都
を
お

い

て

か

ら

代
々

首
都
と

し

て

栄

え
、

現
在
は

チ

ベ

ッ

ト

自

治
区
の

政
治
・

経

済
・

文
化
の

中
心

地
に

な
っ

て

い

る
。

標
高
三

、

八

〇
〇
メ

ー

ト

ル

の

高
地
で

あ
る

が

太

陽
の

町
と
い

五

九

N 工工
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チ

ベ

ッ

ト

仏
教
参
観
記
（

皆
川
）

わ

れ

る

よ

う

に

温

暖
で

、

市
街
地
で

は

冬
に

雪
が

降
っ

て

も
一

日

で

消

え
て

し

ま

う
と
の

こ

と
で

あ
っ

た
。

滞
在
中
も

毎
朝
四

方
の

高
い

山
の

頂
に

は

ほ

ん

の

り
と

雪
化
粧
が

な

さ
れ

て

い

る

が
、

日
中
に

は

そ
の

雪

も
消
え
て

な
く
な
っ

て

い

た
。

　
こ

の

日
は

、

全
員
外
出
を
し

な

い

で

高
地
の

生
活
に

慣
れ

る
た

め

体

調
を
と

と
の

え

る

こ

と

に

な

る
。

夜
、

静

か

に

洗
濯
を
し

た
が

、

息
ぎ

れ
が

し

て

苦
し

く
な
っ

た
。

　
八

月
三

十

日

（

土
）

晴
ひ

る

に

小
雨

　
午
前
中

、

革
命
記
念
展
覧
館
の

見
学
と
、

銀

行
へ

両
替
に

行

く
。

市

街
地
は

約
一

万

人
い

る

と
い

わ

れ

る

全
チ
ベ

ッ

ト

か

ら
の

巡
礼
者
で

こ

っ

た

が

え
し

て

い

た
。

そ
れ

ら

は
、

人
民

公
社
の

ト

ラ

ッ

ク

で

き

た

者
、

歩
い

て

き
た

者
さ

ま

ざ
ま
で

あ
っ

た
。

　
昼
食
後

、

二

時

間
の

昼

休
み

を

取
り

、

午
後
三

時
よ

リ
セ

ラ

寺
と

小

昭
寺
の

見
学
を

す
る

。

　
セ

ラ

寺
は

、

市
街
地
の

北

方
三

キ
ロ

の

ダ
ン

ラ

山
の

麓
に

あ
る

ラ

サ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

2
）

に

お

け
る

ラ

マ

仏
教

三

大
学
寺
の
一

つ

で

あ
る

。

開
基
は

ラ

マ

教
黄
教

派
ッ

オ

ソ

カ

バ

の亠
咼
弟
チ

ャ

ム

チ

ェ

ソ

チ
ュ

ジ
ェ

で
、

ジ
ェ

・

マ

エ

・

ソ

ガ

ク

の

三

学
部
に

、

革
命
前
は

六
千

人
の

学
僧
が

学
ん

で

い

た

と
の

こ

と

で

あ
る

。

日

本
の

河
口

慧
海

、

外
田

等
観
師
も

、

か

つ

て

こ

こ

に

学
ん

で

い

る
。

　
セ

ラ

寺
の

建
物
は

、

山

麓
の

斜
面
に

段
々

に

建
て

ら
れ
て

お

り
、

遠

く
か

ら

望
む

と
、

黄
金
の

屋

根
を

も
っ

た

白
い

石

造
り
の

城
の

よ

う
で

六

〇

あ
る

。

建
物
は

、

三

つ

の

学
部
ご

と
に

本
堂

を

中
心

に

分
け
て

建
て

ら

れ

て

い

る
。

　
三

学
部
の

本
堂
を
順

に

見
学
す
る

。

最
初
に

訪
れ
た

ジ
ェ

学
部
で

は

係
の

僧
が

、

日
本

人
僧
の

来
寺
を
こ

と

の

ほ

か

喜
こ

ん

で

く

れ
、

自

由

に

写

真
を

撮
っ

た

り
、

何
で

も
尋
ね

て

く
れ
と

言
っ

て

い

た
が

、

次
の

学
部
か

ら
は

漢
族
の

役
人
が

き
て

、

堂
内
の

写
真
撮
影
を

禁
止
し

て

し

ま
っ

た
。

　
現
在

、

僧
侶
は

三

十
名

位
し

か

お

ら

ず
、

そ
の

う
ち

若
い

僧
は
強

制

労

働
に

か

り

出
さ

れ

町
で

働
い

て

お

り
、

堂
内
に

い

る

の

は

老
僧
ば

か

り
で

あ
っ

た
。

堂
内
で

は

数
名
の

巡
礼
者
が

「

オ

ム

・

マ

ニ

・

ぺ

ー

ム

・

フ

ム
」

と

真
言

を

唱
え

な
が

ら
巡
堂
し

て

い

た
。

　
本
堂
は
、

奥
行
き
が

深
く
長

方
形
を

し
て

お

り
、

外
側
は

み

か

げ
石

と

漆
喰
で

出
来
て

い

る
が

、

内
部
は

木

造
で

あ
る

。

堂

内
は

、

入
口

以

外
窓
が

な

く
う

す
暗
い

。

中
に

入

る

と

燈
明
の

バ

タ

ー

の

強
烈
な

匂
い

が

鼻
を
つ

く
。

ま

た
、

蓬
の

よ

う

な

匂
の

す
る

草
を
、

香
と
し

て

火
ば

ち
の

よ

う
な

も
の

で

焚
い

て

い

た
。

　
正

面
の

仏
檀
に

は
一

列
に

釈

尊
は

じ
め

諸
仏
や

ラ

マ

の

像
が

雑
然
と

並
び

、

そ
れ

ら
の

仏
の

前
に

燈
明
と
お

び

た

だ
し
い

供
物
が
そ

な
え
ら

れ

て

あ
っ

た
。

チ

ベ

ッ

ト

の

仏

像
は

、

み

な
金
泥
で

顔
が

塗
っ

て

あ

り
、

ま
た

、

そ
の

上

に

金

襴
の

法
衣
を

着
せ

て

い

る
。

　
堂
内
の

四

方
の

壁
に

は
、

敦

煌
の

影
響
の

あ
る

と
い

う
す
ば

ら
し

い

チ

ベ

ッ

ト

壁

画
が

え
が
か

れ

て

あ
る

。

チ
ベ

ッ

ト

の

仏

教
文
化
と
し

て
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も
っ

と

も
価
値
の

あ
る

の

は
、

こ

の

壁

画
で

あ

る
と

思
う

。

正

面
の

仏

檀
の

裏
に

も
仏
堂
が

あ
り

、

左
右
に

入

口

が

あ
っ

て
、

巡
堂
で

き
る

よ

う
に

な
っ

て

い

る
。

こ

の

仏
堂
の

壁
は

、

チ

ベ

ッ

ト

大
蔵
経
の

書
棚
に

な
っ

て

お

り
、

ぎ
っ

し

り
と

経
典
が
つ

ま
っ

て

い

た
。

な
お

、

チ
ベ

ヅ

ト

大
蔵
経
は

、

展
示

し
て

あ
る

も
の

以

外
一

切
閲
覧
が

禁
止
さ

れ
て

い

た
。

　
こ

の

よ

う

な
本

堂
構
の

造
は

、

見
学
し

た
ラ

サ

の

全
寺
院
ほ

ぼ

同
じ

で

あ
っ

た
。

　

本
堂
建
築
に

使
用

さ

れ
て

い

る

巨
大
な
材
木
は

、

イ
ン

ド

と

の

国

境

地
帯
の

南
チ
ベ

ッ

ト

よ

り
は

る

ば

る

ヤ
ル

ツ

ア

ン

ポ

河
を

引
い

て

持
っ

て

き
た

も
の

で

あ
る

と
の

こ

と
で

あ
っ

た
。

　
セ

ラ

寺
三

学
部
の

本
堂
の

見
学
が

終
り

、

市
街
地

に

も
ど

る
。

次
に

河
口

慧
海
の

『

チ

ベ

ッ

ト

旅
行

記
』

に

出
て

い

る

宝
石
の

橋
、

ス

ト

・

サ

ソ

バ

ー

を

さ
が

し
、

や
っ

と
み

つ

け
て

見
学
す
る

。

革
命
後
、

新
し

く
で

き
た

道
路
か

ら

は

ず
れ
て

、

道
路
工

事
の

飯
場
の

よ

う

な
所
に

あ

っ

た
。

そ
れ

は
、

ト

ル

コ

石

や

宝
石

が
は

が

さ

れ
、

ド
ブ

川

に

か

か

る

く
ず
れ
か

か
っ

た

橋
で

あ
っ

た
。

　
夕
方
近
く
な
っ

た

が
、

最
後
に

小
昭
寺
（

ラ

モ

チ
エ

）

を
訪
問
し
た

。

ソ

γ

ツ

ェ

ン

ガ

ソ

ポ

王

が

唐
か

ら

降
嫁
し

た

文
成
公

主
の

た
め

に

建
て

た

寺
で

、

本

尊
は

文
成

公
主
が

中
国
よ

り

持
っ

て

ぎ
た

黄
金
の

釈
迦

牟

尼
仏
で

あ
っ

た
。

こ

の

本
尊
は

、

か
つ

て

中

国
が

チ
ベ

ヅ

ト

を

攻
め

た

と

き
に

持
ち

去
ら

れ
る

こ

と

を
心

配
し
て

大
昭
寺
の

方
に

移

転
し

、

現

チ
ベ

ッ

ト

仏
教
参
観
記
（

皆

川
）

在
は

大
昭
寺
の

本
尊
と

な
っ

て

い

る
。

　
か

つ

て

楊
樹
の

か

げ
に

黄
金
の

屋
根
が

輝
い

て

い

た

白

亜

の

殿

堂

も
、

現
在
は

市
民
の

ア

パ

ー

ト

に

な
っ

て

い

て

み

る

か

げ
も

な

か

っ

た
。

堂
内
に

入

る
こ

と

も
出
来
ず

、

門
前
で

参
拝
し

て

帰
る
こ

と
に

な

っ

た
。

　

市
街

地
で

は
、

法
衣
を

着
た

日

本
僧
に
、

た

く
さ
ん

の

チ
ベ

ッ

ト

人

が

加
持
を
し

て

く
れ
と

集
ま
っ

て

ぎ
て
、

し

ば

し

ば
押
し

合
い

に

な
っ

た
。

革
命
で

ラ

マ

が

少
く
な
っ

た

の

で
、

異

国
の

僧
に

も
こ

の

よ

う
な

こ

と

を

た
の

む
の

で

あ

る
と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

　
八

月

三

十
一

日
（
日

）

晴

　

午
前
中

、

チ

ベ

ッ

ト

の

物
語
に

で

て

く

る

英
雄
ケ

サ

ル

王

を

祀
っ

た

堂

と
、

ポ

タ

ラ

宮
の

東
裏
に

あ
る

竜
神
の

池
を
見
学

す
る

。

竜
神
の

池

に

は

多
く
の

巡
礼
者
が

た

む
ろ

し
て

お

り
、

そ
の

な
か

の

或
る

グ

ル

ー

プ

に

ど
こ

か

ら

巡
礼

に

来
た

か

尋
ね

る
と

、

西

北
チ

ベ

ッ

ト

よ

り
一

年

ニ

ヵ

月
か

か
っ

て

歩
い

て

来
た

と

語
っ

て

い

た
。

そ
れ

ら
の

巡
礼

者
は

黒
い

ド

テ

ラ

の

よ

う

な
チ

ベ

ッ

ト

の

民
族
服
を

着
て

、

野
宿
し

な
が

ら

巡
礼
を
し

て

お

り
、

ラ

マ

教
徒
の

も
っ

て

い

る

強
烈
な
エ

ネ
ル

ギ

ー

を

そ
こ

に

み
る

こ

と
が

出
来
た

。

　
ま
た

、

街
で

話
し

た

す
べ

て

の

チ
ベ

ッ

ト

人
が

ダ

ラ

イ
、

ラ
マ

十
四

世
の

写

真
を
大

切
に

懐
に

持
っ

て

お

り
、

彼
に

対
す
る

信

仰
の

厚
い

の

に

驚
い

た
。

　
午
後
は

、

ラ

サ

の

旧

市
街
に

あ
る

回
教
の

寺
院

、

清
真

寺
を

見
学

す

六
一
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チ
ベ

ッ

ト

仏
教
参

観
記
（

皆
川
）

る
。

中
国
で

は

回

教
を

清
真
教
と

呼
ん

で

お

り
、

そ
の

寺
院
は

ど
こ

で

も
清
真
寺
に

な
っ

て

い

る
。

　
小
さ
い

な
が

ら

回

教
の

尖
塔
と

本
堂

を

も
っ

た

寺
院
で

、

本
堂

は

仏

像
や
荘

厳
道
具
が

な
い

だ

け
で

仏
教

寺
院

と

あ
ま

り

変
ら

な
い

建
築
で

あ
っ

た
。

先

祖
は

バ

ミ

！

ル

高
原
を

越

え
て

や
っ

て

き
た
ト

ル

コ

系
の

民
族
で

、

現
在
は

寺
院
の

ま

わ

り
で

商
業
・

牧
畜

・

屠
殺
業
な
ど

を
し

て

生
活
し

て

い

る
。

ラ

マ

教
の

聖
地
に

回

教
寺
院
が

あ
る
こ

と

は
、

仏

教
の

寛
容

な

と
こ

ろ

を

物
語

る

も
の

で

あ
ろ

う
。

　
こ

の

寺
の

裏
に

ヤ

ク

の

屠
殺
場
が

あ

り、

ド

ブ

の

よ

う

な

水
た

ま

り

の

あ
る
広

場
で

回

教
徒
の

人
が
ヤ

ク

を

殺

し

て

い

た
。

屠
殺
場
の

近
く

に
、

殺
し

た

ヤ

ク

の

角
で

つ

く
っ

た

柵
が

五

十
メ

ー

ト

ル

位
築
か

れ
て

い

た
。

柵
は

、

巾
一

メ

ー

ト

ル

高
さ
ニ

メ

ー

ト
ル

位
の

も
の

で
、

ヤ

ク

の

角
を

た

く
み

に

積
み

あ

げ
て

出
来
て

い

た
。

　

次
に

、

ラ

サ

の

市
街
地
の

西
に

あ
る

ダ

ラ

イ
・

ラ
マ

の

離
宮
ノ

ル

ブ

リ

ソ

カ

を

訪
れ

る
。

ラ

サ

に

は

め

ず
ら
し

く
大
き
な

木
や

竹
林
な

ど
が

あ
り

、

そ

の

中
に

離
宮
は

あ
っ

た
。

現
在

、

こ

こ

は

人
民
公
園
と

な
っ

て

お

り
、

家
族
つ

れ
の

市

民
が

あ
ち

こ

ち
で

く
つ

ろ

い

で

い

た
。

　
ダ

ラ

イ

・

ラ

マ

十

四

世
が

使
用

し

て

い

た

離
宮
は

、

二

階
建
の

西

洋

風
の

建
物
で
、

前
庭
に

美
し

い

花
が

た

く
さ

ん

咲
い

て

い

た
。

　

建

物
の

中
に

彼
の

坐
禅
堂
が

あ
っ

た
。

し
か

し
、

堂
内
の

壁
い

っ

ぽ

い

に

え
が

か

れ
た

密
教
画
と

、

そ
こ

に

祀
ら

れ
て

い

る

仏
像
が

歓

喜
仏

で

あ
っ

た

の

は

不

思
議
な

気
が

し

た
。

彼
は

、

一

九
五

九

年
三

月

十
入

六

二

日
、

こ

の

離
宮
よ

り

夜
の

闇
に

ま

ぎ
れ

て
、

イ

ン

ド
に

亡

命
し

て

行
っ

た

の

で

あ
る

。

　
九

月
一

日

（

月
）

曇
り
と

き
ど

き
晴

　

午
前
中

、

ラ

サ

の

西

方
七
キ

ロ

の

ゲ

ソ

ペ

山

麓
に

あ

る
ラ

マ

仏
教
の

三

大

学

寺
の

一

つ

で
、

チ

ベ

ッ

ト

最
大
の

寺
院
で

あ
る

デ
プ
ン

寺
を

見

学

す
る

。

開
基

は
ツ

オ
ソ

カ

バ

の

高
弟
ヂ
ャ

ム

ヤ

ソ

チ

ュ

ジ
ェ

で
、

革

命
前
は

七
つ

の

学
部
に

、

一

万
五

千
人
の

学
僧
が

学
ん

で

い

た

と
の

こ

と
で

あ
る

。

セ

ラ

寺
が

大
学
村
と

す
れ

ば
、

デ
プ

ン

寺
は

大
学
都
市
と

呼
ぶ
べ

き
で

、

多
く
の

白
亜
の

殿

堂
に

黄
金
の

屋

根
を
い

た

だ
い

た

建

物
が

山

麓
に

建
っ

て

い

た
。

第
二

次
大
戦
中
に

、

内
モ

ン

ゴ

ル

よ

り
チ

ベ

ヅ

ト

入

り
し

た

西

川
一

三

師
が

、

こ

の

寺
で

学
ん

で

い

る
。

　
さ

し

も
の

大
寺
院
も

、

現
在
一

五

〇
人
の

僧
し

か

お

ら

ず
、

セ

ラ

寺

の

場
合
と

同

じ
よ

う

に

そ
の

う

ち

若
い

僧
は

強
制

労
働
に

出
て

い

る

と

の

こ

と

で
、

境
内
は

離
草
が

茂
り
、

廃
虚
の

よ

う

な
感
じ
で

あ
る

。

そ

れ
で

も
家
族

ず
れ
の

数
組
の

巡

礼

者
が

、

真
言
を

唱
え

な
が

ら

各
堂

を

参
拝
し

て

廻
っ

て

い

た
。

　

中
国
当
局
が

ダ

ラ

イ

の

反
乱
と

呼

ぶ
、

一

九
五

九
年
の

動
乱
の

折
、

こ

の

寺
は

運

動
の

拠

点
と

な
っ

て

お

り
、

そ
れ

だ

け、

イ

ン

ド
へ

の

亡

命
者
を

多
く

出
し

て

い

る
。

昭
和
五

十
五

年
の

夏
、

わ
が

国
で

チ

ベ

ッ

ト

仏
教
の

声
明
が

紹
介
さ

れ
た
が
、

演
じ
た
の

は

こ

の

寺
の

祭
典
学
部

の

人
で

、

こ

の

イ

ン

ド

亡

命
者
達
で

あ
っ

た
。

　
ロ

サ

ー

リ

ソ

・

ゴ

マ

ソ

の

二

学
部
の

本
堂
を
見
学
し

た
。

各
堂
と

も
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建
物

・

仏
像
・

荘
厳
道
具

な
ど
、

セ

ラ

寺
よ

り

も

大
ぎ
く

立
派
で

、

か

つ

て

こ

の

寺
が

経
済
的
に

も
豊
か

で

あ
っ

た
こ

と
が

し

の

ば

れ

る
。

ロ

サ

ー

リ

ソ

学
部
の

本
堂
の

二

階
に

あ
っ

た

図

書
館
で

、

高
野
山

大
学
の

酒

井
真
典
先
生

は

世

界
に

三

本
し

か

な
い

チ

ベ

ヅ

ト

大
蔵

経

を

発

見

し
、

メ

モ

を

取
っ

て

お

ら

れ
た

。

ま
た

、

こ

の

本
堂
の

屋
根
の

一

部
に

日

本
製…
の

ト

タ

ン

が

使
用
さ
、
れ

て

い

た

の

に

は

驚
い

た
。

　

午
後
は

、

旧

市
街
の

中
心

に

あ
る

全
ラ
マ

教
徒
の

信
仰
の

大
本
山

・

大
昭
寺
（

チ

。

カ

ソ
）

を

見
学
す
る

。

こ

の

寺
は
、

ソ

ソ

ツ

ェ

ン

ガ

ソ

ポ

王

が

ネ
パ

ー

ル

か

ら

き
た

チ

ッ

ソ

王

妃
の

た
め

に

建
て

た

寺
で

、

イ

ソ

ド

様
式
の

三

階
建
て

の

本
堂
に

、

後
に

な

り

殿
上

に

中
国
風
の

黄
金
の

屋

根
を
つ

け

た

も
の

で

あ
る

。

　

大
昭
寺
の

門
前
で

は
、

多
く
の

巡
礼
者
が

五

体
投
地
稽
首
作
礼
の

礼

拝
を
土

ぼ
こ

り
の

な
か

で

し

て

い

た
。

こ

の

日
は

、

一

般
の

参
拝
者
は

堂
内
に

入

れ

な
か
っ

た

の

で
、

山

門
を
入

る

と

門
前
の

ど
よ

め

き
と

は

反
対
に

静
か

で

あ
っ

た
。

山

門

は

城
門
の

よ

う
に

が

っ

し

り

し

た

物

で
、

そ
れ

を

過
ぎ
る

と
四

方
が

三

階
建
て

の

建
物
に

か

こ

ま

れ

た

三

十

メ

ー

ト

ル

平
方
の

明
か

る

い

中

庭
に

出
た

。

こ

の

中
庭
は

正

月
一

日

よ

り
十
五

日

ま
で

の

ダ
ラ

イ
・

ラ

マ

を
迎

え
て

全
国
よ

り
】

万
人
の

僧
が

集
っ

て
、

伝
承
大
会
（

モ

ソ

ラ

ム
）

が

開
か

れ

る
と

こ

ろ

で

あ
る

。

中
庭

の

奥
に

本
堂
が

あ
る

。

こ

の

堂
の

本
尊
は

、

小
昭
寺
よ

り
移

転
し

た

文

成

公
主
が

中
国
よ

り

持
参
し

た

黄
金
の

釈
迦

牟
尼
仏
で

あ
る

。

ラ
マ

教

徒
が

は

る
ぽ

る
ラ

サ

に

巡
礼

に

来
る
の

も
こ

の

本
尊
を
礼
拝
す
る

た

め

チ

ベ

ッ

ト

仏
教
参

観
記
（

皆
川
）

で

あ
っ

て
、

遠
く

は
バ

イ

ヵ

ル

湖

畔
の

ソ

連
邦
・

ブ

リ

ヤ

ー

ト

自
治
共

和
国
な
ど

全
ラ

マ

仏

教
圏
よ

り
、

何
年
も
か

か

っ

て

歩
い

て

参
拝
に

来

る
の

で

あ
る

。

　
堂
内
を
一

階
よ

り

巡

堂
し

て

二

階
、

三

階
と

ま

わ

り

最
後
に

屋
上

に

出
る

。

各
階
と

も
多
く
の

仏
像
や

壁
画

が

と
こ

ろ

せ

ま

し

と

並
ん

で

い

て
、

そ
れ

ら

を
ほ

の

暗
い

パ

タ

ー

の

燈
明

が

照

ら
し

て

い

た
。

　
屋
上

か

ら
は

、

西

北

に

縁
の

高
山

を
背

景
に

し

た

美
し
い

黄
金
の

ポ

タ

ラ

宮
を

望
む
こ

と
が

で

き
た

。

ふ

と
、

寺
の

僧
坊
の

屋

上

を

み

る

と
、

老

婦
人
が
セ

メ

ソ

ト

の

た

た

き
の

上
で

、

ラ
マ

の

法
衣
を
ゆ
っ

く

り

縫
っ

て

い

た
。

　
大
昭
寺
を

辞
し
て

か

ら
、

門
前
町
の

チ
ベ

ッ

ト

で

最
も
に

ぎ
や

か

な

八

角
街
を

見
学
す
る

。

八

角
街
は

、

大
昭
寺
の

門
前
と

ほ

ぼ
正
方
形
の

寺
を

と

り

ま

く
商
店
街
で

、

浅
草
の

仲
店
の

よ

う

な

と
こ

ろ
で

あ

る
。

商
店
街
は

石
造
り

の

三

階
建
て

で
、

一

階
に

商
品
が

並
べ

て

あ
っ

た
。

こ

こ

の

商
店
街
に

は

さ

ま
ざ

ま

な

店
が

あ
り

、

チ
ベ

ヅ

ト

の

全
商
品

が

販
売
さ

れ
て

い

る

と
の

こ

と
で

あ
る

。

商
店
の

前
の

道
路
に

も
露
店
が

出
て

お

り
、

そ
こ

を

巡
礼
者
が
マ

ニ

車
を

ま
わ

し
、

真
言
を
唱
え

な

が

ら

行
き
か

い
、

縁

日
の

よ

う

な

賑
い

で
、

身
動
き
も
で

ぎ
な
い

ほ

ど
で

あ
る

。

露
店
に

は
、

が

ら
く
た

か

ら
ト

ル

コ

石

な

ど
の

宝
石

ま
で

並
べ

て

あ
り

、

ま
た

、

路
上

で

ヤ

ク

の

首
を

は

ね
、

そ
の

肉
を

売
っ

て

い

る

店
も
あ
っ

た
。

チ

ベ

ッ

ト

大
蔵
経
の

版
本
を

販

売
し
て

い

る

露
店
が

あ

っ

た

の

で
、

記
念

に

金
剛

般
若
経
を

求
め

る
。

六
三
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チ
ベ

ヅ

ト

仏
教
参
観
記
（

皆
川
）

　
九
月
二

目

（

火
）

晴

　
目

中
小
雨

　
と

う

と

う
チ
ベ

ッ

ト

最
後
の

日

と
な
り

、

午
前
中
あ
こ

が

れ
の

ポ

タ

ラ

宮
を

見
学
す
る

。

ポ

タ

ラ

宮
が

見
学
の

最
後
と

な
っ

て

い

る

の

は
、

こ

こ

が

高
い

と
こ

ろ
で

登
り
降
り
し

な
が

ら
の

見
学
に

な
る

た

め
、

チ

ベ

ッ

ト

の

高
地
生
活
に

慣
れ
て

か

ら
の

方
が

身
体
に

よ
い

の

で
、

そ
の

よ

う
に

配
慮
さ

れ
て

い

る

と
の

こ

と
で

あ
っ

た
。

　
チ

ベ

ヅ

ト

で

は

ソ

ン

ツ

ェ

ン

ガ

ン

ポ

王

が

観
音
の

化
身
だ
と

信
じ

ら

れ
て

お

り
、

そ
の

観
音
が
住
む

観
音

浄
土
が
ポ

ー

タ

ラ

カ

で
、

そ

れ
よ

り

法
王
の

住
む

宮
殿
を
ポ

タ

ラ

宮
と

呼
ぶ

よ

う

に

な
っ

た
。

　
ポ

タ

ラ

宮
は

、

ラ

サ

盆
地
の

ほ

ぼ
中
央
に

あ

る

百
五

十
メ

ー

ト

ル

位

の

小
高
い

岩
山
の

斜
面
に

そ
っ

て

築
か

れ
て

い

る
。

建
物
は
一

三

層
、

高
さ
一

七
八

メ

ー

ト

ル
、

東
西

四
二

〇
メ

ー

ト
ル

、

南
北
三

二
ニ

メ

ー

ト

ル

あ
り

、

白
亜
の

殿
堂
の

上

に

黄
金
の

屋
根
を

も
っ

た

巨
大
な

宮
殿

で

あ
る

。

　
最
初

、

チ

ベ

ッ

ト

を
統
一

し

た
ソ

ソ

ツ

ェ

ソ

ガ

ン

ポ

王
が

こ

こ

に

宮

殿
を
つ

く
り

、

そ
の

後
吐
藩
の

内
乱
で

破
壊
さ

れ
て

い

た

も
の

を
ダ

ラ

イ
・

ラ

マ

五

世
の

と

き
に

ほ

ぼ

今
日

の

よ

う
に

再
建
し

た

の

で

あ
る

。

宮
殿
は

左
半
分
が

宗
教
施
設
で

さ

ま

ざ

ま

な
仏
殿
が

あ
り
、

右
半
分
が

行
政
施
設
で

上

層
に

ダ

ラ

イ
・

ラ
マ

の

居

室
、

下
層
に

行
政
府
が

お

か

れ

て

い

た
。

こ

の

よ

う
に

、

ポ

タ

ラ

宮
は

ダ

ラ

イ
・

ラ

マ

の

居
城
で

あ

る

と

共
に

国
家
の

中
心
府
で

あ
っ

た

訳
で

あ
る

。

　
ま

ず
、

宮
殿
の

左

手
か

ら

裏
側
の

道
を

、

裏
門
ま
で
バ

ス

で

登
っ

て

六
四

い

っ

た
。

裏
門
か

ら

は

眼
下
に

た

く
さ

ん

の

馬
が

放
牧
さ

れ
た

草
原
が

見
え

、

北
の

山
麓
に

は

宿
泊
所
で

あ
る

第
三

接
待
所

も
遠

望
す
る

こ

と

が
で

き
た

。

　

裏
門

を

入
る

と
、

う

す

暗
い

電
燈
を
た

よ

り
に

し

な
が

ら
、

ま

ず
北

仏
殿
に

案
内
さ

れ
た

。

こ

の

北
仏
殿
に

は

ダ

ラ

イ
・

ラ
マ

五

世
と

釈
尊

が

並
ん

で

祀
ら

れ
て

い

た
。

次
に

東
仏

殿

に

入

る
。

こ

こ

は

ラ

マ

教
黄

教

派
の

開
墓
ツ

オ

ン

カ

バ

の

像
を
中
心

に

た

く
さ

ん

の

仏

像
が

祀
ら
れ

て

い

る
。

次

に
、

歴
代
ダ

ラ

イ
・

ラ

マ

の

霊
塔

殿
に

入
る

。

宮
殿

中
央
前

面
の

と
こ

ろ

に

あ
り
、

霊

塔
（

チ

．

ル

テ

ン

）

を
ラ

マ

教
が

い

か

に

大
刧
に

し
て

い

る

か

が
理

解
さ

れ
る

。

霊
塔
の

中
心

は

ダ

ラ

イ
・

ラ

マ

五

世
の

も
の

で
、

一

四
メ

ー

ト

ル
、

三

七
一

キ
ロ

の

黄
金
に

真
珠
宝

石

を
ち

り
ば

め

た

荘

厳
な

も
の

で

あ
る

。

次
に

霊
塔
殿
を

登
り

、

最
上

層
に

出
て
、

ポ

タ

ラ

宮
で

最
も
古
い

建

物
で

あ

る

法
王

洞
に

至

る
。

こ

れ
は

ソ

ン

ツ

ェ

ン

ガ

ン

ポ

王

が

建
て

た

も
の

と

さ

れ
、

茶

褐
色
の

岩
は

だ

の

見
え
る

山

頂
に

あ
り
、

小
さ

な
堂

内
に
ソ

ン

ツ

ェ

ン

ガ

ン

ポ

王

を

中
心

に

文
成

公
主

、

チ

ツ

ソ

王

妃
、

チ

ベ

ッ

ト

族
の

王

妃
の

金

泥
像
が

祀
ら
れ

て

い

る
。

次

に
、

西

仏
殿
を
通
っ

て
、

宮
殿
最
上

層
の

中
央
に

つ

く
ら

れ

た

明
る
い

チ
ベ

ヅ

ト

風
な
休
憩
室
に

案
内
さ

れ

た
。

こ

こ

は

三

百
年
前
ダ
ラ

イ
・

ラ
マ

の

休
憩
室
と

し
て

つ

く
ら
れ

た

と
こ

ろ

で
、

立
派
な

調
度
品

が
置
か

れ
て

あ
り

、

中

国
の

お

茶
と

お

菓
子
が

出
さ

れ

た
。

　

こ

こ

で

小
休
し
て

い

る

と

ぎ
、

一

行
の

中
で

チ
ベ

ッ

ト

語
の

出

来
る
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仏
教
大
学
の

小
野

田

先
生
が

、

宮
殿
を

管
理
し

て

い

る
チ

ベ

ッ

ト

人
に

ひ

そ
か

に

自
分
の

部
屋
に

案
内
さ

れ
、

そ
こ

で

「

我
々

は

ポ

タ

ラ

宮
を

守
っ

て

い

る

か

ら

早
く
帰
っ

て

き
て

ほ

し

い
。

」

と

の

亡

命
中

の

ダ

ラ

イ
・

ラ

マ

十
四

世
へ

の

伝
言
を

、

依

頼
さ

れ
て

い

た
。

　

休
憩
の

後
、

宮
殿
の

右
側
に

あ
る

行
政
施
設
を

、

最
上
層
の

ダ

ラ

イ

・

ラ

マ

の

居
室
よ

り
、

順
次
見
学
し

な

が
ら

降
り
て

く

る
。

ダ

ラ

イ
・

ラ
マ

の

居
室
は

謁

見
の

間、

書
斎

、

寝
室
す
べ

て

彼
が
住
ん

で

い

た

当

時
の

ま

ま

保
存
さ

れ

て

い

た
。

ど
の

部
屋
も

小
さ
い

が
極

彩
色
の

壁
画

や

黄
金
の

調
度
品

が

並
び

、

豪
華
な

ジ
ュ

ー

タ

ソ

が

ふ

か

ぶ

か

と

敷
か

れ
て

あ
っ

た
。

そ
こ

に

は

上

品

な

洗
練
さ

れ
た

チ

ベ

ッ

ト

文
化
が

感
じ

ら

れ
た

。

　

宮
殿
の

中

層
ま

で

き
て

、

石

畳
の

広
場
に

出

る
。

こ

こ

は
、

正

月
に

跳
神
と

い

う

芝

居
を

演
じ
る

と
こ

ろ
で

、

真
上

に

ダ

ラ

イ
・

ラ

マ

の

居

室
が

あ
り

、

部
屋
の

窓
辺
よ

り

見
学
で

き
る

よ

う
に

な
っ

て

い

る
。

　

広
場
を
さ

ら
に

下
が

る
と

、

日

本
の

城
門
と

同
じ
よ

う
な
堅
牢
な

表

門
に

出
る

。

そ
の

門
を

出
て

、

く
の

字
型
の

長
い

石

段
を

下
っ

て

い

く

と

市
街
地
に

至
っ

た
。

石
段
に

た

く
さ

ん

の

コ

ス

モ

ス

の

花
が

咲
い

て

い

て
、

そ

れ
が

青
い

空
と

白
い

石

段

に
マ

ッ

チ

し
て

、

印
象
深
か

っ

た
。

　

午
後
は

、

西
蔵
医
院
と

市
内
の

自
由
見
学
を

す
る

。

　

西

蔵
医
院
は

、

大
昭
寺
の

門
前
に

あ
り

、

鉄
筋
三

階
建
て

の

近
代
的

な

病
院
で

あ
っ

た
。

院
長
先
生
よ

り
、

漢
方
と
イ

ソ

ド

医
学

を
ふ

ま

え

て

生
ま

れ

た
チ
ベ

ッ

ト

医
学
に

つ

い

て

説
明

を
う

け

る
。

帰
り

に
、

チ

チ
ベ

ッ

ト

仏
教
参

観
記
（

皆
川
）

ベ

ヅ

ト

大
蔵
経
の

版
本
と
同
じ

か

た

ち

を

し

た
、

チ

ベ

ッ

ト

文
『

四

部

医

典
』

の

一

部
を
い

た

だ

い

た
。

デ
プ

ン

寺
に

医
薬
学

部
が

あ
っ

た

こ

と

な

ど
と

合
せ

て

考
え

て
、

チ
ベ

ヅ

ト

に

お

け
る

ラ

マ

仏
教
と

医
学
と

の

深
い

因

縁
が

し

の

ば
れ
た

。

　
市
内
見
学
の

折
、

同

行
の

足
利
工

業
大

学
の

白
金

昭

文
先

生
と

と
も

に

妙
鉢
一

対
を

購
入

し
、

入

西
蔵
の

記
念
と
し

た
。

　
チ

ベ

ッ

ト

最
後
の

夜
、

お

世
話
に

な
っ

た

接
待
所
の

チ
ベ

ッ

ト

人
と

交
歓
会
を

開
い

た
。

チ

ベ

ッ

ト

人
は

、

酥
油
茶
と

青
裸
酒
を

持
参
し

て

く

れ
た

。

チ
ベ

ッ

ト

の

若
い

女
性
が

グ
ル

ー
プ

で

歌
っ

て

く
れ
た

「

客

に

酒
を
さ

さ

げ
る

歌
」

は
、

チ
ベ

ッ

ト

の

高
い

精
神
文
化
が

し
の

ぽ

れ

て

す
ば

ら
し

か
っ

た
。

お

た
が

い

に

自
己

紹
介
し

た

と

き
に

、

す
べ

て

の

チ
ベ

ッ

ト

人
が

、

観
音
と
か

文
珠
と
い

う
仏
名
を

名
前

と

し

て

お

り
、

仏
教
と
の

深
い

因
縁
が

ま

だ

あ
る
こ

と

を

知
ら
さ

れ

た
。

　
九

月
三

日
（

水
）

ラ

サ

晴
　
成

都
曇
り

　

午
前
七

時
半

、

接
待
所
出

発
。

朝
ま

だ

き
の

中
を

ラ

サ

空

港

に

向

う
。

途
中

、

今
生
で

は

再
び

見
る
こ

と
は

あ
る

ま
い

ポ

タ

ラ

宮
、

デ
プ

ン

寺
な
ど

を
心

ゆ

く

ま
で

見
る

。

ラ

サ

河
に

そ
っ

た

河
原

は
、

チ
ベ

ッ

ト

の

主
要
な
農
業
地

帯
で

あ
る

が
、

見
わ

た

す
か

ぎ
り

黄

金

の

麦

畑

で
、

取
り
入

れ
の

最
中
で

あ
っ

た
。

　

午
前
十
一

時
、

ラ

サ

空
港
よ

り

中
華

航
空
四

四

〇
二

便
で

出
発

、

快

晴
の

チ
ベ

ッ

ト

上
空
を

飛
行
し

、

午
後
一

時
成

都
空
港
に

到
着
す
る

。

宿
泊
は

、

行
く
と
き
と

同
じ

錦
江
賓
館
で

、

一

泊
す
る

。

さ
っ

そ
く

、

六
五
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チ

ベ

ッ

ト

仏
教
参

観
記
（

皆
川
）

身
体
と

衣
服
ま

で

し
み

こ

ん

だ
バ

タ

ー

く
さ
い

チ
ベ

ッ

ト

の

匂
い

を
、

入
浴
と

洗
濯
で

洗
い

落
と

す
。

　

九
月
四

日
（

木
）

成

都
雨
　
上

海
晴

　

午
前
七
時
三

十
分

、

成

都
空
港
よ

り

中
華
航
空

四
五

〇
三

便
で

出
発

し
、

武
漢
経
由
で

正

午
三

十

分
上

海
紅
橋
空
港
に

到

着
す
る

。

宿
泊
は

上

海
大
厦

、

こ

こ

に
一

泊
す
る

。

　

九

月
五

日
（

金
）

上

海
晴
　
長
崎
雨
　
東
京
晴

　

午
前
九
時
十
五

分
、

上

海
紅
橋
空

港
よ

り

中
華
航
空
二
一

二

三

便
で

出
発
し

、

午
前
十
．

一

時
十

五

分
長

崎
空
港
に

到
着
す

る
。

午
後
二

時
三

十
分

長

崎
空

港

よ

り
日

全
空
六

六

四

便
で

出
発
し

、

午
後
四

時
五

分
羽

田
空
港
無
事
到

着

す
る

。

　

最
後
に

、

今
後
の

チ

ベ

ッ

ト

仏
教
の

ゆ

く

え
に

つ

い

て

考
え
る

と
、

最
近
の

中
国
当
局
に

ょ

る

チ

ベ

ッ

ト

政
策
の

見
直
し

や
ダ

ラ

イ
・

ラ

マ

十
四

世
に

対
す

る

帰
国
の

呼
び
か

け
に

も
か

か

わ

ら

ず、

民

衆

は

以

前
と
し

て

敬
虔
な

仏
教
徒
で

あ
り

、

彼
ら
は

ダ

ラ

イ
・

ラ

マ

十
四

世
に

対
し

て

熱
烈
な

信

仰
を

持
っ

て

そ
の

親
政
を

願
っ

て

い

る

た

め
、

現
中

国
と
の

共
存
は

難
か

し

い

こ

と
と

思
う

。

そ

れ
は

、

ダ
ラ

イ

・

ラ

マ

を

中
心

と

し

た
チ
ベ

ッ

ト

が

政
教
一

体
の

国
家
で

、

法
王

が

国
政
の

責
任

者
で

あ

り
、

こ

れ
は
マ

ル

ク

ス

主

義
を

国
是
と

す
る

中
国
の

受
け
入

れ

ら
れ

な
い

と
こ

ろ

で

あ
る

か

ら
で

あ
る

。

　

し

た

が
っ

て
、

チ
ベ

ッ

ト

仏
教
は

、

現
在
の

よ

う

に

ダ
ラ

イ
・

ラ

マ

の

イ
ン

ド

亡
命
と
い

う

異
例
の

状
態
を
つ

づ

け
て

行
く
か
、

ダ

ラ

イ
・

六

六

ラ

マ

が

帰
国
し

て
、

現
中
国
の

わ

く
の

内
で

政
治
を

切
り

捨
て

て

純
粋

な

宗
教
に

徹
し

て

行
く
か

、

ま

た
は

、

中
国
か

ら

独
立
し

て

従
来
の

よ

う
な
政
教
一

体
の

国
と
し

て

行

く
か

の

三

つ

の

道
し

か

な
い

と

考
え

ら

れ
る

。

そ
し

て
、

ど
の

道
を

選
ん

で

行
く
か

は

ダ

ラ

イ
・

ラ
マ

十
四

世

が

語
っ

て

い

る

よ

う
に

、

全
チ

ベ

ッ

ト

人
が

決
定
す
べ

き

問

題

で

あ

る
。

註
（

1
）

　
ラ

マ

仏
教
は

、

仏
教
の
→

派
で
、

七

世
紀
イ

ン

ド

か

ら
チ

ベ

ッ

ト

に

　
　

伝
わ
っ

た

仏
教
と

チ

ベ

ッ

ト

の

民
間
信
仰
が

同

化
し

て

発
展
し

た
宗

教

　
　

　
で

あ
る

。

仏
教
に

お

け

る
最

大
の

宗
派
で

あ
り

、

東
は

中

国

東

北

地

　
　

方
、

北
は

ソ

連
邦
ブ

リ

ャ

ー

ト

自
治
共
和
国、

カ

ム

ル

ク

諸
国、

西

は

　
　
　

イ
ソ

ド

北
部
ラ

ダ
ッ

ク

・

ネ

パ

ー

ル

・

ブ

ー

タ

ン

・

シ

ッ

キ

ム
。

南
は

　
　

中
国
四
川

省
と
い

う
よ

う
に

広

大
な

地
域
に

ひ

ろ

ま

り、

多
く
の

信

徒

　
　
　

を

も
っ

て

い

る
。

教
派
は

十
八

派
に

分
か

れ
て

い

る

が、

ブ

ー

タ

ン

・

　
　

　
シ

ヅ

キ
ム

・

西
チ

ベ

ヅ

ト
・

東
部
チ

ベ

ッ

ト

西

康
に

多
い

旧
教
の

紅

教

　
　

派
と

ツ

オ

ン

カ

バ

の

改
革
に

よ

っ

て

生

ま
れ
た

新
教
で

今
日
の

ラ

マ

教

　
　

　
の

主
派
と

な
っ

た

黄

教
派
と
に

大
き

く
二

分
さ

れ
る

。

僧
侶
は
、

旧

教

　
　

　
で

は

妻

帯
し
て

い

る

が、

新
教
で

は

妻
帯

し
て

い

な
い

。

　
　

　

チ

ベ

ッ

ト

は
、

革
命
前、

政

教
→

体
の

国
で

あ

り、

黄
教

派
の

ダ

ラ

　
　
　

イ
・

ラ

マ

が
国
王

で

あ
っ

た
。

ダ
ラ

イ
・

ラ

マ

は

チ
ベ

ッ

ト

十
三

州
三

　
　
　

十
三

県
の

ほ

と
ん

ど
を

治
め

て

お

り
、

パ

ソ

チ

ェ

ン

・

ラ
マ

は

シ

ガ

ツ

　
　

　
エ

附
近
の

三

県
だ

け

を
寺
領
と

し

て

治
め

て

い

る

だ
け
で

あ
っ

た
。

し

　
　

　
か

し、

宗
教
的
に

は
、

観
音
の

化
身
と

さ

れ
る

ダ

ラ

イ
・

ラ

マ

と

阿
弥

　
　

陀
の

化

身
と

さ
れ
る
パ

ソ

チ

ェ

ン

・

ラ

マ

と
が

共
に

、

全
ラ

マ

仏
教

徒

　
　

　
よ

り

信
仰
さ

れ
て

い

た
。
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現
在

、

ダ
ラ

イ
・

ラ

マ

十
四
世
は

イ
ン

ド

に

政
治
亡

命
中
で

あ
り、

　
　
昭
和
五

十
五

年
十
一

月
に

三

度
目
の

来
日
を
し

て

い

る
。

　
　
　
パ

ン

チ

ェ

ソ

・

ラ

マ

は

中
国
全

国
人
民
代
表
大
会
副
委

員

長

と

し

　
　
て

、

現
在
北
京
に

い

る
。

二

人
共

、

転
生
活
仏
と
し

て

小
さ
い

と

き
選

　
　
任
さ

れ

法
王
と

し
て

の

英

才
教
育
を

受
け
て

い

る
。

（

2
）

　
ラ

サ

の

三

大
学
寺
は

、

ラ

マ

教

黄
教
派
ッ

ナ

ン

カ

バ

が
一

四

〇
九

年

　
　
に

建
立

し
た
ガ

ソ

デ
ン

寺
と

、

そ
の

高
弟
チ

ャ

ム

チ

ヱ

ソ

チ

ュ

ジ

ェ

が

　
　

建
立
し

た
セ

ラ

等、

同
じ

高
弟
ジ
ャ

ム

ヤ

ン

チ
ュ

ジ

エ

が

建
立
し

た
デ

　
　
プ
ソ

寺
と
で

あ
る

。

　
　
　
こ

の

度
、

三

寺
の

見

学
を

希
望
し

た
が、

ガ

ン

デ
ン

寺
は

文
革
四
人

　
　
組
の

と

き
破
壊
さ

れ
た
た

め

見
学
が

出

来
な
か

っ

た
。

　
　
　
ガ

ン

デ
ソ

寺
は

三

大
学
寺
の

ト

ッ

プ

で
、

法
王

は

「

ガ

ン

デ
ン

・

テ

　
　
バ
」

と

呼
ば
れ、

ラ

マ

教
で

は
ダ

ラ

イ
、

パ

ン

チ

ャ

ソ

に

つ

ぐ

地

位
を

　
　
与
え
ら

れ
て

い

た
。

革
命

前
は

五

千

人
の

学

僧
が
学

ん

で

お

り
、

ま

　
　
た

、

ツ

ォ

ン

カ

バ

の

遺
体
を
ま
つ

っ

た

黄
金
の

ラ
マ

塔
は

、

全
ラ

マ

教

　
　
徒
の

信
仰
と

な
っ

て

お

り
、

巡

礼
者
が

絶
え
な
か

っ

た
。

　
　
　
チ

ベ

ッ

ト

の

大
学
寺
の

組
織
は

学
部
と

学

寮
か

ら
な

り、

学

部
は

顕

　
　
教
・

密
教
・

天
文
・

医
薬
の

四

学
部、

学

寮
は

、

学
堂
・

地
方
班

堂
・

　
　
僧
舎
か

ら
な
っ

て

い

る
。

ま
た
、

学

寮
は

学

僧
の

出
身
地
別
に

分
か

れ

　
　
て

い

た
。
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